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「よいことのために手を取り合おう」 

『クラブを変化していくには行動と勇気 』

～CＨＡＮＧＥ！ＡＣＴＩＯＮ！ＢＯＬＤＮＥＳＳ！～  

≪2025-26 年度 クラブテーマ≫ 
 

「本日の例会案内」 

＜クラブ管理運営委員会 招聘卓話＞ 

「お酒について」 

J.S.A.ワインエキスパート 

Ｊ.S.Ａ.SAKE DIPLOMA 

高橋 知秀様 
 

「次回の例会案内（2026 年 4 月 6 日㈪」 

＜国際奉仕委員長卓話＞ 

藤原史嗣 国際奉仕委員長 
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例会：第 1・3 月曜日 18 時 30 分～ 

シェラトン都ホテル大阪 

 

３月度ロータリーレート：１５６円 

 

≪前回の例会報告（3 月 5 日）≫ 

＊第 3 回東大阪みどり RC との合同例会 

出席率報告：会員総数 17 名（うち出席免除 4 名） 

ホームクラブ出席９名（免除 2 名）出席率 60% 

 

「会長の時間」  

東大阪みどり RC 会長 北井孝彦様 

本日、３回目の合同例会、最後までよろしくお願

い致します。今、イランとアメリカの抗争が、大変

ニュースを賑わせております。イランの歴史を見

てみますと、革命の歴史と言いますか、王政は崩壊

し、1979 年にイスラム革命とイラン・イスラム共

和国ができたことで、ホメイニ師を中心とする革

命が成功してからずっと続いているということで

す。そして、1980 年にイラン・イラク戦争が勃発

し、8 年間続いたことで大変な被害を受けました。

その間、核開発問題やアメリカとの対立による経

済制裁等を受け、大変な状況が続いておりました

が、私が非常に印象深く記憶しているのは、イラ

ン・イラク戦争の最中、1985 年に起きたトルコ航

空による在留邦人救出です。当時、イランのテヘラ

ンに邦人 250 名程が滞在しておりましたが、イラ

クが「イラクの上空を飛ぶ飛行機は撃墜する」と宣

言したことで、1985 年 3 月 17 日に救出をしなけ

ればいけないということになったのですが、各国

の航空会社は、当然自国民を優先することになり、

チケットを持っていた 215 名の日本人が乗せても

らえない状況になりました。救援機を出せない日

本政府は、日本航空に臨時便の派遣を打診しまし

たが、労働組合から乗務員の安全が確保できない

として反対されます。当時は、自衛隊機が法律的に

飛べなかったそうで、最後の手段としてトルコの

オザル大統領に助けてほしいとお願いしたところ、

トルコ航空が特別機派遣されることになり、215

人全員が助け出されました。トルコ航空のパイロ

ット達は、その話を聞いて、全員が志願してくれた

そうです。これは、実は、「トルコの恩返し」と言

われているのですが、遡ること約 100 年前、明治

時代になりますが、台風の影響で、串本の沖でトル

コの軍艦が座礁し、沈没したという事故が起こり

ました。その時に、約 580 の乗組員が沈没したわ

けですが、その中の 69 名が、串本の住民に助けて

もらい、無事トルコに帰ることができたそうです。

トルコの人達は、その時のことを非常に感謝し、そ

のことは教科書にも載っているそうで、教育によ

って日本の印象が染み込まれていたようです。ト

ルコ航空のパイロット達は、危険を顧みず手を挙

げて迎えに行ってくれたということです。特別機

は 2 機派遣され、そのトルコ便に乗るはずだった

トルコ国民もいたそうですが、500 名程が飛行機

を降り、文句を言うことなく陸路で退避してくれ

たといいます。ちなみに、その時の一番機のパイロ

ットさんは、後に旭日小綬章をもらっておられる

のですが、その方は飛行機がトルコの領域に入っ

た後に、「皆さん、トルコにようこそ」というよう

なアナウンスをされたそうでございます。100 年

後の恩返しということで、大変良いお話だと思い

ましたので、今日ご紹介させて頂きました。 



「幹事報告」          幹事 吉村 篤 

１．本日のポスト 

  週報（№１６４３） テーブルラーニング資料 

合併に関するアンケート結果   

２．ご連絡事項 

・本日の例会前に理事会を行いました。 

・次回（3/16）例会前の 17 時半より次年度理事会を

３階「ホワイエ」にて行います。 

・例会は、18 時からとなっております。卓話の時間

に、お酒のティスティングとお食事を行います。 

 車でお越しの予定の方はご注意ください。 

 

３月理事会議事録 

＜審議事項＞ 

（１）IMRD について…藤原実行委員長 

 16 日の例会において、実行委員長より当日の詳細

を発表する。 

＜報告事項＞ 

（１）東輪会ゴルフコンペについて 

（２）ふれあい祭りパレード・参加費等について 

（４）職業奉仕見学会・親睦家族懇親会の詳細について 

 

誕生祝い 

谷村会員のお誕生日祝いをみどり RC のお祝いと

一緒に行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お誕生日 1 分間スピーチ 

「3 月 27 日の誕生日で、83 歳になります。ロータ

リーに入れて頂いてかなりの年数になりますが、ロ

ータリーついてもしっかり勉強をさせて頂いたかな

と思っておりますし、皆さんの前でお話しするの

は、JC で仕込まれて、ロータリーで仕込まれて、

何とか喋れるようになったかなと思っております。  

ロータリーには、友として素晴らしい方々がおい

でになるので、そのために入っているんだなと思っ

ております。これからも頑張って、できるだけ休ま

ないで出席することを目標にやらせて頂こうと思っ

ております。よろしくお願い致します。本日は、あ

りがとうございました。」 

 

【テーブルラーニング・発表】 

2 テーブルに分かれて、30 分程度討議。 

その後、各テーブルの代表者が 3 分程度で発表。 

●討議テーマ 

①会場 ②例会 ③名前 ④財産負債 ⑤活動内容 

⑥合併時期 

 

●発 表 

A テーブル：①シェラトン都ホテルが有力。東大阪

商工会議所会館は新しくて安く使える。また、事業

者が集まる場所なので PR になるという意見ありま

したが、ケータリングや駐車場の問題あり。②基本

の曜日を決めて時々変更するなど柔軟に対応できる

のではないか、回数も同様。③「河内 RC」「大阪河

内 RC」などの案が出ましたが、アンケートでは

「変えたくない」という意見もあったので柔軟に考

えていきたい。④負債はありません。両クラブで財

産に差はあるものの、問題ないと考える。⑤お互い

の活動を確認したうえで、合併しても新しいことを

一緒に考えられるのではないかという意見が出まし

た。お互いの台湾の活動は、相手のあることなので

課題である。⑥０1 年かけて行っていくのが好まし

い。 

 

B テーブル：①A テーブルと同じ意見②夜例会で異

論はないが、今が月曜と木曜なので、一人でも多く

の方に参加してもらう工夫が必要。③「大阪河内」

の案もあり、東大阪の枠を超えるのも一案だという

意見あり。ただ、「東大阪」が名前からなくなる

と、「東輪会」はどうするのかという意見もありま

した。また、やはり名前を変えたくないなど意見も

あり、全員にどのような名前にしたいかを書いて頂

き、それを参考にしてはという意見もありました。

④以降は、合理的に物事を一つずつ解決していけば

いいのではないかという意見でした。 

 

懇 親 会 

「乾 杯」     東大阪西 RC 会長 竹谷裕人 

例会、お疲れ様でした。合同例会 3 回目というこ

とで、来月はシェラトン都ホテルの方にお越し頂き、

最後の合同例会をさせて頂きたいと思っております

ので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

今日は、良い討議ができたのではないかと思って

います。東大阪みどり RC と西 RC の皆さんのご健康

とご多幸をお祈り申し上げ、乾杯をさせて頂きたい

と思います。 

 

 


